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１．概要（Summary） 
 近年、フローサイトメトリーと呼ばれるマイクロ流

路内を高速で流れる細胞を解析・分離する手法を用い、

血中に極微量しか存在しない免疫細胞やがん細胞を

検出・単離しようとする試みが盛んに行われている。

一方、我々はこれまで先端レーザー技術を用いた高速イ

メ ー ジ ン グ 技 術 STEAM (Serial Time-Encoded 
Amplified Microscopy)を開発してきた。従来のフローサ

イトメトリーでは蛍光標識された細胞の蛍光信号のみを検

出していたため検出精度が低かったが、STEAM を用い

ることで、蛍光信号に加え細胞の大きさや形まで高速に

判別できるようになり、検出精度の大幅な向上が見込まれ

る。しかしながら、解析後の細胞を高速に分取する技術は

発展が遅れている。そこで我々は、マイクロ流路中で高速

細胞分取可能なシステムの実現を目標に研究を進めてい

る。本年は要素技術構築のため、表面弾性波発生デバイ

スとマイクロ流路の統合を行った。 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 
ブレードダイサー 
【実験方法】 
 マイクロ流路内の細胞分取には、外力により細胞を操作

する必要がある。外力は、電場、磁場、熱、光、音波など

様々な物理現象を利用して発生させる試みが行われてい

る。それぞれに長所・短所があるが、本研究では細胞への

ダメージの少なさから音波を利用することを選択した。特

に、表面弾性波と呼ばれる基板表面を伝搬する音波を利

用することとした。表面弾性波は、リチウムナイオベート基

板の表面に配置された電極に交流を印加することで基板

表面が振動し、発生する。本研究では本施設の真空蒸着

機を用いて電極を作製した。作製した基板はブレードダイ

サー （DAD340）で切断し、チップに分割した。 
３．結果と考察（Results and Discussion） 
上 記 で 作 製 し た デ バ イ ス と PDMS 

(Poly(dimethylsiloxane))製のマイクロ流路の統合を行

った。作製した統合デバイスを Figure 1 に示す。本デバ

イスにポンプを用いて水の挿入を行ったところ、2 m/s とい

う高速流量条件においても問題なくデバイスが機能したこ

とを確認した。さらに、表面弾性波を印加することにより、

流路内に流れている微小粒子を動かすことにも成功し

た。 
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